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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
変
形
黙
示
録
　
－
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
０
４
９
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ス
カ
イ
ワ
ッ
フ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
、
ス
カ
イ
ワ
ー
プ
、
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
三
人
合

わ
せ
て
『
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
』
は
『
と
あ
る
世
界
』
に
て
活
躍
し
て
い
た
。
が
、

『
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
の
神
』
の
ミ
ス
に
よ
り
、
『
さ
ら
に
違
う
世
界
』
へ

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の
世
界
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
め
よ
う
と
発

電
所
を
襲
っ
た
一
行
。
だ
が
、
そ
こ
で
目
に
し
た
光
景
は
異
常
な
物
だ
っ
た
。

そ
こ
は
人
間
が
人
間
を
食
ら
い
、
食
わ
れ
た
人
間
は
起
き
上
が
り
、
人
間
を
食

ら
う
。
そ
ん
な
《
奴
ら
》
だ
ら
け
の
世
界
で
、
彼
ら
は
あ
る
出
会
い
を
果
た
す
。
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作
者
か
ら
、

は
い
、
こ
の
物
語
は
『
と
あ
る
機
械
の
航
空
参
謀
』
の
外
伝
版
で
す
！
そ
ん
で

内
容
は
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
と
学
園
黙
示
録
は
ク
ロ
ス
で
す
！
う
ん
、
多
分
投
票
は

不
定
期
で
す
。
そ
し
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
知
ら
な
い
人
は
ち
ょ
っ
と
困
る

と
思
い
ま
す
。

じ
ゃ
な
い
と
大
変
な
事
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
！

最
後
に
一
言
。
こ
れ
だ
け
は
言
わ
せ
て
下
さ
い
。
は
い
。

ス
タ
ス
ク
「
デ
ス
ト
ロ
ン
軍
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
は
こ
の
俺
だ
！
」
（
失
敗
フ

ラ
グ
）
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始
ま
り
は
単
な
る
イ
タ
ズ
ラ
（
前
書
き
）

ス
タ
ス
ク
「
こ
の
馬
鹿
作
者
が
つ
い
に
俺
達
の
外
伝
作
り
や
が
っ
た
」

ス
カ
ワ
　
「
ま
あ
、
そ
れ
ほ
ど
俺
た
ち
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
か
ね
？
」

サ
ン
ク
ラ
「
は
、
ど
う
せ
俺
は
地
味
な
役
柄
に
き
ま
っ
て
る
」
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始
ま
り
は
単
な
る
イ
タ
ズ
ラ

物
語
は
、
何
処
か
の
世
界
か
ら
始
め
よ
う
！

そ
の
世
界
の
壮
大
な
る
大
空
の
中
、

「
「
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
！
」

」
」

巨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
、
い
や
詳
し
く
言
う
と
、

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
、
ス
カ
イ
ワ
ー
プ
、
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
三
人
が
、

地
面
へ
急
降
下
し
て
い
た
、
と
言
う
よ
り
落
下
中
で
あ
る

「
「
「
ウ
ワ
ッ
ッ
」
」
」

３
人
は
積
み
重
な
る
様
に
重
な
る
。

ち
な
み
に
一
番
下
は
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
そ
の
後
に
ス
カ
イ
ワ
ー
プ
、
サ

ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
と
言
う
順
番
だ
。

「
お
、
重
い
！
早
く
降
り
や
が
れ
こ
の
野
郎
！
」

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
が
全
力
で
立
ち
上
が
り
、
残
る
２
人
を
吹
き
飛
ば
す
。

「
「
ヒ
ド
ス
ッ
！
」
」

２
人
は
数
秒
宙
を
舞
い
、
地
面
に
転
げ
落
ち
る
。
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「
ク
ソ
ッ
タ
レ
！
こ
こ
は
何
処
だ
？
」

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
が
周
り
を
見
渡
す
。

そ
し
て
彼
の
表
情
が
尚
更
険
し
く
な
り
、
拳
に
力
が
入
っ
た

「
ふ
っ
ざ
け
ん
な
！
な
ん
で
人
間
共
が
暮
ら
す
様
な
汚
ね
ぇ
ー
場
所
に
居
や
が

る
ん
だ
！
？
こ
れ
も
神
の
仕
業
か
！
」

彼
は
苛
立
ち
を
露
わ
に
し
た
。

理
由
は
、
最
初
に
居
た
場
所
が
戦
艦
基
地
で
は
無
く
、
人
間
の
遊
び
場
の
『
公

園
』
だ
か
ら
だ
。

公
園
と
言
っ
て
も
様
々
有
る
が
、
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

「
な
ん
だ
っ
て
ん
だ
？
！
俺
の
肝
を
抜
か
す
様
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
か
っ
て
の
は

ナ
シ
だ
ぜ
！
？
」

ス
カ
イ
ワ
ー
プ
が
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
言
う
。

そ
れ
を
察
し
た
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
は
、

「
・
・
・
・
・
・
・
は
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ん
だ
の
は
お
前
だ
け
じ
ゃ
無
い
。

俺
も
、
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
も
一
緒
の
様
だ
」

真
面
目
さ
と
笑
み
が
五
分
五
分
な
表
情
で
言
い
放
っ
た
。

彼
の
事
実
的
な
言
葉
に
ス
カ
イ
ワ
ー
プ
は
何
も
言
え
ず
黙
っ
て
し
ま
う
。

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
は
二
人
の
や
り
取
り
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
が
、
あ
る
事

に
き
ず
い
た
。

「
な
ん
だ
こ
れ
は
？
携
帯
モ
ニ
タ
か
？
」
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ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
は
薄
い
ガ
ラ
ス
の
様
な
物
を
拾
い
上
げ
る
。

こ
れ
は
彼
の
言
う
と
う
り
『
携
帯
モ
ニ
タ
』
と
言
う
物
で
、
簡
単
に
持
ち
運
べ

る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
の
様
に
薄
く
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
。

と
言
っ
て
も
そ
れ
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
に
と
っ
て
持
ち
運
び
や
す
い
の
で

あ
っ
て
、
彼
等
よ
り
小
さ
い
人
間
に
と
っ
て
は
大
き
過
ぎ
る
代
物
だ
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
は
し
ば
ら
く
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
が
そ
の
一
秒
後
、
彼
の

機
械
の
眼
光
が
さ
ら
に
赤
く
、
恐
ろ
し
く
、
怒
り
一
色
に
発
光
す
る
。

お
ま
け
に
表
情
は
、
ヘ
ビ
の
様
に
恐
ろ
し
い
顔
と
化
し
て
い
た
。

理
由
は
、
足
し
算
引
き
算
を
す
る
よ
り
簡
単
だ
。

彼
の
見
た
モ
ニ
タ
に
こ
う
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
だ
。

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
へ
、

私
だ
！
神
だ
！

ス
マ
ナ
イ
！
私
が
適
当
に
お
前
等
へ
ち
ょ
っ
か
い
出
そ
う
と
し
た
ら
、
間
違
っ

て
『
さ
ら
に
違
う
世
界
へ
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
』

悪
い
が
『
そ
の
世
界
の
物
語
が
終
点
を
迎
え
る
ま
で
、
さ
っ
き
ま
で
居
た
世
界

へ
戻
れ
な
い
』

あ
、
あ
と
～
。
暇
に
な
っ
た
ら
そ
の
世
界
に
も
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
送
る
か

ら
ね
～
。

バ
イ
バ
イ
キ
～
ン

神
よ
り
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
死
ィ
ィ
ィ
ネ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
エ
！
！
次
に
お
前
に
会
っ

た
ら
『
永
遠
に
グ
ッ
ト
☆
ナ
イ
ト
』
だ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

彼
の
怒
り
が
爆
発
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
無
い
程
に
。

あ
ま
り
の
怒
り
に
手
元
に
力
が
入
る
。

パ
リ
ィ
ン
ッ
　
モ
ニ
タ
が
簡
単
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
ど
、
ど
う
し
た
ん
だ
！
？
」

サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
に
駆
け
寄
る
が
彼
の
表
情
を
見

た
瞬
間
、
一
歩
下
が
っ
て
し
ま
う
。

「
あ
の
野
郎
・
・
・
・
・
！
一
回
、
い
や
百
回
殺
さ
ね
ぇ
と
気
が
済
ま
な
い
ぜ

！
！
」

彼
は
拳
を
握
り
、
大
空
に
『
ナ
ル
キ
ャ
ノ
ン
』
を
放
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

当
た
り
前
だ
が
、
何
も
起
き
な
か
っ
た
。

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
は
そ
の
態
勢
の
ま
ま
数
秒
空
を
眺
め
て
い
た
が
、
ガ
ク
ッ

と
肩
が
下
が
り
、
や
り
き
れ
な
い
表
情
で
視
線
が
地
面
に
向
か
っ
た
。

「
な
、
何
が
何
だ
か
し
ら
ん
が
、
と
に
か
く
元
の
場
所
へ
戻
る
方
法
を
＿
＿
＿

＿
」

ス
カ
イ
ワ
ー
プ
が
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
の
肩
に
手
を
置
く
、
が
ス
タ
ー
ス
ク
リ
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ー
ム
は
そ
の
手
を
振
り
払
う
。

「
無
理
だ
、
こ
の
世
界
の
物
語
が
終
わ
る
ま
で
帰
れ
な
い
ぜ
？
」

や
る
気
の
無
い
表
情
を
二
人
に
向
け
た
。

だ
が
二
人
は
彼
の
不
甲
斐
な
い
表
情
と
、
具
体
的
か
つ
意
味
不
明
な
説
明
に
納

得
が
い
か
な
い
。

「
「
イ
ヤ
イ
ヤ
イ
ヤ
イ
ヤ
」
」

「
だ
か
ら
、
物
語
が
終
わ
る
ま
で
戻
れ
ね
ぇ
ん
だ
よ
！
」

八
つ
当
た
り
気
味
に
怒
鳴
る
。

「
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
」

二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

「
「
も
、
物
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
」
」

「
と
に
か
く
、
だ
。
こ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
し
な
け
り
ゃ
、
力
尽
き
ち
ま

う
な
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
は
表
情
を
何
時
も
ど
う
り
に
整
え
、
あ
る
場
所
を
指
差
し

た
。

「
街
、
か
？
」

サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
問
う
。
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「
そ
う
だ
な
。
物
語
が
終
わ
る
ま
で
と
言
っ
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
要
不
可

欠
。
と
に
か
く
街
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
根
こ
そ
ぎ
貰
う
ん
だ
」

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
が
得
意
げ
に
言
う
。

そ
れ
に
対
し
ス
カ
イ
ワ
ー
プ
は
半
笑
い
で
こ
う
言
っ
た

「
な
ん
か
、
久
々
に
デ
ス
ト
ロ
ン
ら
し
い
事
す
る
気
が
す
る
ん
だ
が
、
気
の
せ

い
か
ね
？
」

「
と
言
う
よ
り
、
正
義
み
た
い
な
事
し
て
い
た
よ
な
」

サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
呆
れ
気
味
に
言
う
。

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
ニ
ィ
と
ひ
た
す
ら
薄
く
笑
う
。

「
野
郎
ど
も
！
こ
の
俺
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
に
続
け
！
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
、
ア
タ

ッ
ク
！
！
」

そ
し
て
何
気
な
い
公
園
に
似
合
わ
な
い
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
爆
音
が
響
く
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始
ま
り
は
単
な
る
イ
タ
ズ
ラ
（
後
書
き
）

ス
タ
ス
ク
「
神
を
殺
す
。
そ
う
決
意
し
た
」

ス
カ
ワ
　
「
い
や
、
神
殺
す
と
か
無
理
で
し
ょ
う
ぉ
」

サ
ン
ク
ラ
「
お
前
っ
て
目
的
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
よ
な
」

デ
ス
ト
ロ
ン
軍
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
↓

キ
チ
○
イ
へ
の
復
讐

　
　
　
　
↓

　
　
　
神
を
殺
す

ス
カ
ワ
「
野
心
家
と
か
怖
い
な
・
・
・
・
・
・
・
」
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ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
説
明
（
前
書
き
）

ス
タ
ス
ク
「
俺
様
の
最
強
の
強
さ
が
解
る
ぜ
！
」

ス
カ
ワ
　
「
て
や
ん
で
ぇ
い
！
自
分
だ
け
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
や
が
っ
て
！
」

サ
ン
ク
ラ
「
い
い
も
ん
・
・
・
・
・
・
・
ど
う
せ
俺
な
ん
て
地
味
な
兵
士
だ
よ
・

・
・
・
・
！
」



12

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
説
明

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
と
は
？

機
械
惑
星
、
セ
イ
バ
ー
ト
ロ
ン
に
住
む
ロ
ボ
ッ
ト
生
命
体
、
『
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
マ
ー
』
。

彼
等
の
大
き
さ
に
は
個
体
差
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
の
大
き

さ
は
巨
大
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
に
と
っ
て
『
標
準
』
の
大
き
さ
で
あ
る
。

悪
の
軍
団
『
デ
ス
ト
ロ
ン
』
に
所
属
し
て
い
た
。

そ
の
中
で
も
航
空
戦
力
が
優
れ
て
お
り
、
デ
ス
ト
ロ
ン
の
主
戦
力
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

が
、
リ
ー
ダ
ー
た
る
『
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
』
が
反
逆
罪
で
『
ガ
ル
バ
ト
ロ
ン
』

に
破
壊
さ
れ
死
亡
。

し
か
し
彼
は
特
別
な
ス
パ
ー
ク
の
持
ち
主
で
、
死
ん
で
も
な
お
幽
霊
の
様
に
状

態
で
現
世
に
と
ど
ま
る
事
が
出
来
、
『
ガ
ル
バ
ト
ロ
ン
』
へ
の
復
讐
を
試
み
る

が
こ
れ
ま
た
失
敗
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
時
に
は
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
の
中
で
も
指
折
り
の
戦
士
、
『
ス
カ
イ

ワ
ー
プ
』
『
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
』
も
戦
死
。

だ
が
、
『
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
の
神
』
に
よ
っ
て
３
人
は
生
き
返
ら
せ
ら
れ
、

『
違
う
世
界
へ
転
生
』
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
、
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
だ
け
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
形
と
な
っ
て
転
生

さ
せ
ら
れ
た
。

だ
が
、
神
の
手
違
い
で
『
さ
ら
に
違
う
世
界
』
へ
飛
ば
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

注
意
：
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
は
こ
の
三
人
以
外
に
も
多
数
存
在
す
る
が
、
こ
の
３
人

の
事
を
合
わ
せ
て
『
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
』
と
表
記
さ
れ
る
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
説
明

ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム

地
位
＿
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
（
航
空
参
謀
）

ビ
ー
ク
ル
モ
ー
ド
＿
Ｆ
１
５
イ
ー
グ
ル

説
明

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
で
野
心
家
で
あ
る
。

神
の
力
に
よ
っ
て
、
力
、
体
力
、
速
度
、
耐
久
力
な
ど
、
全
て
が
大
幅
に
上
が

っ
て
い
る
。

色
は
グ
レ
ー
、
赤
、
青
な
ど
で
あ
る
。

過
去
に
、
メ
ガ
ト
ロ
ン
を
裏
切
り
、
自
分
が
ナ
ン
バ
ー
１
に
な
ろ
う
と
し
た
が
、

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
復
活
し
た
『
ガ
ル
バ
ト
ロ
ン
』
に
殺
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
の
神
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
も
ら
い
、

違
う
世
界
に
飛
ば
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
世
界
で
活
動
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
違

う
世
界
へ
飛
ば
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

彼
の
ス
パ
ー
ク
（
魂
）
は
特
殊
で
、
機
体
が
破
壊
さ
れ
て
も
幽
霊
と
し
て
、
こ

の
世
に
滞
在
で
き
る
。
『
不
死
身
の
ス
パ
ー
ク
』
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

な
お
、
幽
霊
体
状
態
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
間
、
動
物
、
構
わ
ず
に
と
り
付
き

本
人
の
意
志
と
は
関
係
な
く
操
る
事
が
で
き
る
。
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だ
が
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
状
態
は
寒
気
を
感
じ
る
ら
し
く
、
よ
っ
ぽ
ど
の
事
が

な
い
と
こ
の
状
態
に
は
な
り
た
が
ら
な
い
。

自
分
の
力
、
ス
タ
イ
ル
に
自
信
が
あ
り
、
自
分
の
事
を
ハ
ン
サ
ム
と
言
う
ほ
ど
。

武
器
は
、
相
手
の
回
路
を
麻
痺
さ
せ
る
『
ナ
ル
ビ
ー
ム
』
だ
っ
た
が
、
今
は
破

壊
力
も
あ
る
『
ナ
ル
キ
ャ
ノ
ン
』
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

口
の
上
手
さ
を
生
か
し
て
、
脅
迫
、
恫
喝
な
ど
様
々
な
手
で
、
相
手
を
丸
め
込

む
事
も
あ
る
。

野
心
家
で
あ
る
が
現
在
は
若
干
優
し
く
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

速
度
が
ず
ば
抜
け
て
速
く
、
無
限
の
ス
ピ
ー
ド
を
誇
る
。
普
段
は
加
減
し
マ
ッ

ハ
１
０
～
２
０
程
度
で
飛
行
し
て
い
る
。

サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー

地
位
＿
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
達
成
員
（
航
空
兵
）

ビ
ー
ク
ル
モ
ー
ド
＿
Ｆ
１
５
イ
ー
グ
ル

説
明

神
に
、
ス
パ
ー
ク
と
機
体
を
コ
ピ
ー
さ
れ
、
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
の
お
か
げ
で

復
活
を
と
げ
る
。

姿
は
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
と
同
型
で
色
は
水
色
と
グ
レ
ー
で
あ
る
。

コ
ピ
ー
体
で
は
あ
る
が
記
憶
、
能
力
を
全
て
受
け
継
い
だ
た
め
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ

ッ
カ
ー
本
人
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
無
い
。

武
器
は
火
炎
放
射
器
に
よ
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ア
タ
ッ
ク
と
ソ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
。

衝
撃
派
を
操
る
事
が
出
来
、
何
処
で
も
衝
撃
派
を
生
み
出
せ
る
事
が
出
来
る
。

飛
行
機
特
有
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
爆
音
を
消
し
て
飛
行
で
き
る
。

仲
間
が
慌
て
た
り
驚
い
た
り
し
て
い
る
様
を
指
し
て
「
ヒ
ュ
ー
ズ
が
ぶ
っ
飛
び



15

そ
う
だ
っ
た
っ
て
よ
」
や
「
ヒ
ュ
ー
ズ
で
も
飛
ん
だ
の
か
？
」
な
ど
と
ヒ
ュ
ー

ズ
に
か
ら
め
て
表
現
す
る
の
が
癖
。

卑
屈
で
事
勿
れ
主
義
な
性
格
で
あ
る
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
に
比
べ
れ
ば
温
厚
な

性
格
で
あ
り
、
突
飛
な
言
動
で
喧
嘩
に
な
っ
た
仲
間
を
た
し
な
め
て
い
る
。

そ
の
為
、
元
々
デ
ス
ト
ロ
ン
の
『
宇
宙
征
服
』
と
言
う
や
り
方
に
あ
ま
り
賛
成

で
は
な
か
っ
た
様
子
。

こ
の
様
な
事
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
の
中
で
一
番
『
正
義
の
意
思
』
が
有
る
。

仲
間
に
地
味
と
か
ら
か
わ
れ
る
事
が
あ
る
。

最
初
は
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
を
全
く
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
彼
の

事
を
見
直
し
て
い
る
。

ス
カ
イ
ワ
ー
プ

地
位
＿
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
達
成
員
（
航
空
兵
）

ビ
ー
ク
ル
モ
ー
ド
＿
Ｆ
１
５
イ
ー
グ
ル

サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー
同
様
、
神
に
ス
パ
ー
ク
と
機
体
を
コ
ピ
ー
さ
れ
、
ス
タ

ー
ス
ク
リ
ー
ム
の
お
か
げ
で
復
活
を
と
げ
る
。

姿
は
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
と
同
型
で
色
は
紫
と
黒
で
あ
る
。

コ
ピ
ー
体
で
は
あ
る
が
記
憶
、
能
力
を
全
て
受
け
継
い
だ
た
め
ス
カ
イ
ワ
ー
プ

本
人
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
無
い
。

２
．
５
マ
イ
ル
（
約
４
ｋ
ｍ
）
の
範
囲
で
ワ
ー
プ
が
可
能
で
あ
る
。
武
器
と
し

て
は
サ
イ
ド
ワ
イ
ン
ダ
ー
、
及
び
可
変
口
径
マ
シ
ン
ガ
ン
を
装
備
し
て
い
る
。

愉
快
犯
的
に
か
ら
か
う
の
が
好
き
と
い
う
一
面
も
あ
り
、
空
を
飛
べ
な
い
も
の

や
小
さ
い
も
の
を
か
ら
か
う
と
い
う
事
な
ど
も
し
ば
し
ば
。
物
事
に
お
い
て
馬

鹿
騒
ぎ
す
る
事
も
多
い
。

デ
ス
ト
ロ
ン
の
中
で
も
『
メ
ガ
ト
ロ
ン
』
に
忠
実
で
あ
っ
た
為
、
デ
ス
ト
ロ
ン
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の
意
思
が
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
の
中
で
一
番
強
い
。

が
し
か
し
、
友
好
関
係
を
築
く
の
が
好
き
と
は
言
え
な
く
も
な
く
、
特
に
極
悪

と
言
う
訳
で
も
な
い
。

身
分
的
に
は
ス
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ム
の
下
に
位
置
し
て
い
る
が
、
彼
と
は
慣
れ
慣

れ
し
く
接
し
て
い
る
。
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ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ン
説
明
（
後
書
き
）

ス
タ
ス
ク
「
作
者
ァ
ァ
ァ
ァ
！
ガ
ル
バ
ト
ロ
ン
に
殺
さ
れ
た
と
か
余
計
な
事
書

く
な
ァ
ァ
ァ
ぃ
！
」

ス
カ
ワ
　
「
こ
れ
だ
ぃ
。
コ
イ
ツ
は
自
分
の
黒
歴
史
を
消
そ
う
と
必
死
な
よ
う

だ
」

サ
ン
ク
ラ
「
次
回
、
つ
い
に
物
語
は
動
き
始
め
る
！
ま
た
ま
た
凄
い
事
に
な
っ

ち
ゃ
う
か
も
！
？
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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